
(57)【要約】

【課題】　空気調和装置は、近年の地球温暖化抑制及び

オゾン層破壊抑制により、大形化および高重量化が進ん

でいるが、これに相反しリサイクル促進の妨げになって

いる。そのため圧縮機の小形化及び省エネ化の推進が社

会的な取り組みになっている。

【解決手段】　空気調和装置に関する規格で定められた

空気条件での暖房定格能力運転時の圧縮機の圧縮負荷を

、冷房定格能力運転時の圧縮負荷とほぼ同一になるよう

に暖房定格能力を冷房定格能力の１．０から１．３倍以

内に設定する。さらに、リモコン設定または本体スイッ

チ等の外部操作により、圧縮機の最大回転数の増加、ま

たは最大運転電流の増加等を行い最大暖房能力の増加を

一定時間のみ許容する。

【選択図】　　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
圧 縮 機 の 回 転 速 度 を 制 御 可 能 な イ ン バ ー タ 駆 動 の 圧 縮 機 、 四 方 弁 、 凝 縮 側 熱 交 換 器 、 減 圧
装 置 、 蒸 発 側 熱 交 換 器 を 接 続 し て 構 成 さ れ 、 前 記 四 方 弁 の 切 換 え に よ り 冷 房 サ イ ク ル 及 び
暖 房 サ イ ク ル 運 転 が 可 能 な 、 直 吹 き 壁 掛 け 形 の 形 態 で 、 １ 台 の 室 外 機 に １ 台 の 室 内 機 を 設
け る 空 気 調 和 装 置 に お い て 、 冷 媒 と し て Ｈ Ｆ Ｃ 系 冷 媒 の Ｒ ４ １ ０ Ａ を 使 用 し 、 連 続 運 転 を
保 証 す る 暖 房 定 格 能 力 が 冷 房 定 格 能 力 の １ ． ０ 倍 以 上 、 １ ． ３ 倍 以 下 に 設 定 し た こ と を 特
徴 と す る 空 気 調 和 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 冷 房 定 格 能 力 が ５ ． ０ ｋ Ｗ 以 下 に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 調
和 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
外 部 操 作 に よ り 、 少 な く と も 、 圧 縮 機 の 最 大 回 転 数 の 増 加 ま た は 最 大 運 転 電 流 の 増 加 の ど
ち ら か 一 方 を 、 所 定 時 間 変 更 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載
の 空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ４ 】
室 内 温 度 を 検 出 す る 室 内 温 度 検 出 手 段 を 設 け て 、 検 出 し た 室 内 温 度 と 設 定 温 度 と の 差 を 算
出 す る 演 算 手 段 を 有 し 、 ま た は 外 気 温 度 を 検 出 す る 外 気 温 度 検 出 手 段 を 有 し て 、 前 記 演 算
手 段 か ら の 信 号 が 所 定 値 を 越 え た 場 合 、 ま た は 前 記 外 気 温 度 検 出 手 段 か ら の 信 号 が 所 定 値
以 下 と な っ た 場 合 、 ま た は 暖 房 運 転 起 動 時 の 場 合 の い ず れ か に よ り 、 圧 縮 機 の 最 大 回 転 数
の 増 加 ま た は 最 大 運 転 電 流 の 増 加 を 所 定 時 間 変 更 可 能 と し た 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記
載 の 空 気 調 和 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
圧 縮 機 の 吐 出 冷 媒 温 度 を 検 出 す る 吐 出 冷 媒 温 度 検 知 手 段 を 設 け 、 前 記 吐 出 冷 媒 温 度 検 知 手
段 に よ る 検 出 信 号 に 応 じ て 少 な く と も 圧 縮 機 の 最 大 回 転 数 の 増 加 ま た は 最 大 運 転 電 流 の 増
加 の ど ち ら か 一 方 を 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 空 気 調
和 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
圧 縮 機 の 運 転 電 流 を 検 出 す る 運 転 電 流 検 出 手 段 を 設 け 、 前 記 運 転 電 流 検 出 手 段 に よ る 検 出
信 号 に 応 じ て 少 な く と も 圧 縮 機 の 最 大 運 転 電 流 の 増 加 ま た は 圧 縮 機 の 最 大 回 転 数 の 増 加 の
ど ち ら か 一 方 を 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 空 気 調 和 装
置 。
【 請 求 項 ７ 】
少 な く と も 圧 縮 機 の 最 大 回 転 数 ま た は 最 大 運 転 電 流 の ど ち ら か 一 方 を 、 所 定 時 間 増 加 さ せ
る 運 転 指 令 を 入 力 す る ス イ ッ チ を リ モ コ ン に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求
項 ２ 記 載 の 空 気 調 和 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
外 部 操 作 に よ り 、 少 な く と も 室 内 フ ァ ン 回 転 数 ま た は 室 外 フ ァ ン 回 転 数 の ど ち ら か 一 方 を
増 加 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 空 気 調 和 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 空 気 調 和 装 置 の 冷 房 お よ び 暖 房 の 定 格 運 転 に お け る 能 力 値 に 関 す る も の で あ る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 家 庭 用 空 気 調 和 装 置 （ ル ー ム エ ア コ ン ） 市 場 は 、 冷 房 定 格 能 力 が ５ ． ０ ｋ Ｗ 以 下 の 直 吹
き 形 （ ダ ク ト 接 続 タ イ プ で な い も の ） で 壁 掛 け 形 の 形 態 で 、 １ 台 の 室 外 機 に １ 台 の 室 内 機
を 設 け る 方 式 （ マ ル チ 方 式 で な い も の ） の 空 気 調 和 装 置 が 主 流 で あ り 、 市 場 の ９ ０ ％ 以 上
を 占 め て い る 。 さ ら に 家 庭 用 空 気 調 和 装 置 の ８ ０ ％ 以 上 は 冷 房 及 び 暖 房 兼 用 型 で あ り 、 そ
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の 主 流 は 冷 凍 サ イ ク ル の 圧 縮 機 の 回 転 数 可 変 が 可 能 な イ ン バ ー タ 駆 動 の 空 気 調 和 装 置 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 地 球 温 暖 化 抑 制 さ ら に 環 境 問 題 と し て 、 ル ー ム エ ア コ ン の 省 エ ネ 化 が 進 む に つ れ て 、 近
年 ル ー ム エ ア コ ン は 熱 交 換 器 等 の 大 型 化 が 進 み 空 気 調 和 装 置 の 大 型 化 及 び 高 重 量 化 し て き
て い る 。
ま た 、 ２ ０ ０ １ 年 施 行 さ れ る 家 電 リ サ イ ク ル 法 に お い て は 、 家 庭 用 の ル ー ム エ ア コ ン は 対
象 品 目 で あ り 、 リ サ イ ク ル 促 進 は 製 造 業 者 の 大 き な 課 題 で あ る 。 す な わ ち 廃 棄 物 の 回 収 及
び 再 資 源 化 促 進 に 向 け て 、 ル ー ム エ ア コ ン の 小 型 化 、 軽 量 化 に 取 り 組 む 必 要 が あ る が 、 省
エ ネ 化 推 進 に よ る エ ア コ ン の 大 型 化 、 高 重 量 化 は そ の 妨 げ に な っ て い る 。 そ の た め ル ー ム
ア エ コ ン の 総 重 量 の 主 流 を 占 め る 、 圧 縮 機 の 小 型 化 は 社 会 的 な 取 り 組 み に な り つ つ あ る 。
　 ま た 、 市 場 で 主 流 で あ る 直 吹 き 形 で 壁 掛 け 形 の 形 態 で １ 台 の 室 外 機 に 対 し １ 台 の 室 内 機
を 設 け る 方 式 の 空 気 調 和 装 置 は 、 家 電 リ サ イ ク ル 法 で 対 象 と な る 空 気 調 和 装 置 の 中 で 、 主
流 と な る 形 態 で あ る と と も に 、 省 エ ネ 法 規 制 値 も 他 の 形 態 区 分 に 比 べ 極 め て 高 い 規 制 値 が
設 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 前 記 形 態 は 、 こ れ ま で 様 々 な 断 熱 構 造 の 住 宅 に も 対 応 が 図 れ る
よ う に 、 能 力 不 足 に な り や す い 暖 房 定 格 能 力 を 冷 房 定 格 能 力 に 比 べ て 大 幅 に 高 い 値 を 設 定
し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ま で 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｃ ９ ６ １ ２ で 定 め ら れ た 空 気 条 件 で 機 器 が 連 続 運 転 可 能 な 冷 房 定 格 能
力 と 暖 房 定 格 能 力 に お い て 、 現 在 の ル ー ム エ ア コ ン は 暖 房 定 格 能 力 と 冷 房 定 格 能 力 の 比 率
（ 暖 房 定 格 能 力 ／ 冷 房 定 格 能 力 ） を 図 １ ０ に 示 す 値 に １ ． ３ ５ ～ １ ． ６ ４ に 設 定 し て い る
。 こ の と き 冷 房 及 び 暖 房 定 格 能 力 運 転 時 の 圧 縮 機 の 軸 受 け 等 の 信 頼 性 に 関 わ る 、 圧 縮 仕 事
及 び 圧 縮 負 荷 ト ル ク を 比 較 す る と 、 暖 房 運 転 の 方 が 高 く 、 圧 縮 機 の 信 頼 性 は 暖 房 運 転 に 耐
え う る 機 構 を 設 け る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 圧 縮 機 の 圧 縮 仕 事 及 び 圧 縮 負 荷 ト ル ク は 圧 縮 機 の 信 頼 性 設 計 を 行 う 上 で 、 重 要 な 項 目 で
あ る 。
　 圧 縮 機 が す る 圧 縮 仕 事 Ｗ は 、
Ｗ ＝ Ｐ ｓ ・ Ｖ ｐ ・ Ｎ ／ （ Ｎ － １ ） ・ ｛ （ Ｐ ｄ ／ Ｐ ｓ ） ＾ （ （ Ｎ － １ ） ／ Ｎ ） － １ ｝
こ こ に 、 Ｐ ｓ ： 圧 縮 機 吸 入 圧 力 （ 低 圧 ） 、
Ｐ ｄ ： 圧 縮 機 吐 出 圧 力 （ 高 圧 ） 、
Ｖ ｐ ： 押 し の け 量 、
Ｎ ： 比 熱 比 で 示 さ れ る 。
　 ま た 、 圧 縮 中 に 加 わ る ト ル ク Ｔ は 、
Ｔ ＝ Ｗ ／ ｒ ｐ ｍ
こ こ に 、 ｒ ｐ ｍ は 圧 縮 機 の 回 転 数 で 示 さ れ る 。
こ の 中 で 、 Ｐ ｄ （ 高 圧 ） 圧 力 は 、 圧 縮 仕 事 及 び 負 荷 ト ル ク へ の 影 響 が 高 く 、 圧 縮 機 の 運 転
周 波 数 を 低 下 す る こ と 、 す な わ ち 能 力 を 低 下 し な け れ ば 圧 縮 機 の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で
き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ １ は 、 ル ー ム エ ア コ ン 運 転 に お け る モ リ エ ル 線 図 で あ り 、 縦 軸 に 圧 力 、 横 軸 に エ ン
タ ル ピ ー を と っ て あ る 。 実 線 が 高 い 能 力 で 運 転 し て い る 場 合 を 示 し 、 点 線 が 低 め の 能 力 で
運 転 し て い る 場 合 を 示 し て い る 。 高 い 能 力 で 運 転 を 行 う と 、 高 圧 （ Ｐ ｄ ） が 上 昇 す る 動 作
を 表 し て い る 。
　 従 来 の ル ー ム エ ア コ ン は 前 記 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 冷 房 運 転 時 に 比 べ 暖 房 運 転 時 が 能 力
が 高 い の で 、 上 記 圧 縮 仕 事 Ｗ の 式 及 び 負 荷 ト ル ク Ｔ の 式 に も と づ い て 算 出 す る こ と に よ り
、 従 来 の 暖 房 能 力 運 転 時 の 圧 縮 仕 事 及 び 負 荷 ト ル ク は 、 冷 房 運 転 時 に 比 べ 高 く な る こ と が
わ か る （ 後 述 の 図 ４ 、 図 ５ に て 再 度 説 明 す る ） 。 す な わ ち 、 暖 房 能 力 に 耐 え う る 圧 縮 機 の
圧 縮 部 及 び 軸 受 け 等 の 機 構 を 設 け る 必 要 が あ り 、 圧 縮 機 の 小 形 化 が 図 れ な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 ま た 、 環 境 問 題 で あ る オ ゾ ン 層 破 壊 抑 制 な ど の 対 応 と し て 、 こ れ ま で 使 用 し て き た 塩 素
分 を 含 む Ｈ Ｃ Ｆ Ｃ 系 冷 媒 で あ る Ｒ ２ ２ の 代 替 と し て 、 塩 素 分 を 含 ま な い Ｈ Ｆ Ｃ 系 冷 媒 で あ
る Ｒ ４ １ ０ Ａ に か わ り つ つ あ る 。 し か し 、 こ の 代 替 冷 媒 は 高 圧 冷 媒 で あ り 、 こ れ ま で 使 用
し て き た Ｒ ２ ２ 冷 媒 よ り 約 １ ． ６ 倍 圧 力 が 上 昇 す る 特 徴 を 有 し て い る 。 そ の た め 、 圧 縮 機
に 吸 入 さ れ る ガ ス 冷 媒 は 高 密 度 化 す る た め 加 わ る 軸 負 荷 等 が 増 加 し 、 圧 縮 機 の 信 頼 性 を さ
ら に 高 め る 必 要 が あ り 、 圧 縮 機 の 小 形 化 が 図 れ な い 問 題 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 地 球 温 暖 化 抑 制 及 び オ ゾ ン 層 破 壊 抑 制 に よ り 、 近 年 ル ー ム エ ア コ ン が 大 型 化 及 び 高 重 量
化 が 進 ん で い る が 、 こ れ に 相 反 し リ サ イ ク ル 促 進 の 妨 げ に な っ て い る 。 そ の た め 圧 縮 機 の
小 形 化 及 び 省 エ ネ 化 の 推 進 は 社 会 的 な 取 り 組 み に な っ て い る 。 し か し 、 近 年 の 代 替 冷 媒 と
し て 高 圧 冷 媒 を 使 用 す る こ と に よ り 、 圧 縮 機 の 軸 負 荷 が 高 ま り 、 圧 縮 機 の 信 頼 性 を 高 め る
必 要 が あ る こ と と 、 こ れ ま で 冷 房 定 格 能 力 運 転 に 比 べ 、 暖 房 定 格 能 力 運 転 の 方 が 圧 縮 機 の
信 頼 性 確 保 が 厳 し く 、 圧 縮 機 の 小 形 化 が 図 り に く い 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 は 上 記 の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 冷 房 及 び 暖 房 運 転 が
可 能 な エ ア コ ン の 小 形 化 に よ り 、 原 材 料 削 減 、 製 品 輸 送 、 保 管 、 据 付 け 、 廃 棄 及 び エ ア コ
ン 使 用 時 の 省 エ ネ 化 に 至 る ラ イ フ サ イ ク ル ア セ ス メ ン ト の 改 善 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 装 置 は 、 圧 縮 機 の 回 転 速 度 を 制 御 可 能 な イ ン バ ー タ 駆 動 の 圧 縮 機
、 四 方 弁 、 凝 縮 側 熱 交 換 器 、 減 圧 装 置 、 蒸 発 側 熱 交 換 器 を 接 続 し て 構 成 さ れ 、 四 方 弁 の 切
換 え に よ り 冷 房 サ イ ク ル 及 び 暖 房 サ イ ク ル 運 転 が 可 能 な 、 直 吹 き 壁 掛 け 形 の 形 態 で 、 １ 台
の 室 外 機 で １ 台 の 室 内 機 を 設 け る 空 気 調 和 装 置 に お い て 、 冷 媒 と し て Ｈ Ｆ Ｃ 系 冷 媒 の Ｒ ４
１ ０ Ａ を 使 用 し 、 連 続 運 転 を 保 証 す る 暖 房 定 格 能 力 が 冷 房 定 格 能 力 の １ ． ０ 倍 以 上 、 １ ．
３ 倍 以 下 に 設 定 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 装 置 は 、 冷 房 定 格 能 力 が ５ ． ０ ｋ Ｗ 以 下 に 設 定 し た も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 装 置 は 、 外 部 操 作 に よ り 、 少 な く と も 、 圧 縮 機 の 最 大 回 転
数 の 増 加 ま た は 最 大 運 転 電 流 の 増 加 の ど ち ら か 一 方 を 、 所 定 時 間 変 更 可 能 と し た も の で あ
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 装 置 は 、 室 内 温 度 を 検 出 す る 室 内 温 度 検 出 手 段 を 設 け て 、
検 出 し た 室 内 温 度 と 設 定 温 度 と の 差 を 算 出 す る 演 算 手 段 を 有 し 、 ま た は 外 気 温 度 を 検 出 す
る 外 気 温 度 検 出 手 段 を 有 し て 、 前 記 演 算 手 段 か ら の 信 号 が 所 定 値 を 超 え た 場 合 、 ま た は 前
記 外 気 温 度 検 出 手 段 か ら の 信 号 が 所 定 値 以 下 と な っ た 場 合 、 ま た は 暖 房 運 転 起 動 時 の 場 合
の い づ れ か に よ り 、 圧 縮 機 の 最 大 回 転 数 の 増 加 ま た は 最 大 運 転 電 流 の 増 加 を 所 定 時 間 変 更
可 能 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 装 置 は 、 圧 縮 機 の 吐 出 冷 媒 温 度 を 検 出 す る 吐 出 冷 媒 温 度 検
知 手 段 を 設 け 、 前 記 吐 出 冷 媒 温 度 検 知 手 段 に よ る 検 出 信 号 に 応 じ て 少 な く と も 圧 縮 機 の 最
大 回 転 数 の 増 加 ま た は 最 大 運 転 電 流 の 増 加 の ど ち ら か 一 方 を 可 能 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 装 置 は 、 圧 縮 機 の 運 転 電 流 を 検 出 す る 運 転 電 流 検 出 手 段 を
設 け 、 前 記 運 転 電 流 検 出 手 段 に よ る 検 出 信 号 に 応 じ て 少 な く と も 圧 縮 機 の 最 大 運 転 電 流 の
増 加 ま た は 圧 縮 機 の 最 大 回 転 数 の 増 加 の ど ち ら か 一 方 を 可 能 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 装 置 は 、 少 な く と も 圧 縮 機 の 最 大 回 転 数 ま た は 最 大 運 転 電
流 の ど ち ら か 一 方 を 、 所 定 時 間 増 加 さ せ る 運 転 指 令 を 入 力 す る ス イ ッ チ を リ モ コ ン に 設 け
た も の で あ る 。
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 装 置 は 、 外 部 操 作 に よ り 、 少 な く と も 室 内 フ ァ ン 回 転 数 ま
た は 室 外 フ ァ ン 回 転 数 の ど と ら か 一 方 を 増 加 さ せ る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 装 置 は 、 圧 縮 機 の 回 転 速 度 を 制 御 可 能 な イ ン バ ー タ 駆 動 の 圧 縮 機
、 四 方 弁 、 凝 縮 側 熱 交 換 器 、 減 圧 装 置 、 蒸 発 側 熱 交 換 器 を 接 続 し て 構 成 さ れ 、 四 方 弁 の 切
換 え に よ り 冷 房 サ イ ク ル 及 び 暖 房 サ イ ク ル 運 転 が 可 能 な 、 直 吹 き 壁 掛 け 形 の 形 態 で 、 １ 台
の 室 外 機 に １ 台 の 室 内 機 を 設 け る 空 気 調 和 装 置 に お い て 、 冷 媒 と し て Ｈ Ｆ Ｃ 系 冷 媒 の Ｒ ４
１ ０ Ａ を 使 用 し 、 連 続 運 転 を 保 証 す る 暖 房 定 格 能 力 が 冷 房 定 格 能 力 の １ ． ０ 倍 以 上 、 １ ．
３ 倍 以 下 に 設 定 し た の で 、 冷 房 及 び 暖 房 定 格 能 力 運 転 時 に 加 わ る 圧 縮 機 の 負 荷 ト ル ク 及 び
圧 縮 仕 事 が ほ ぼ 同 一 と な り 、 圧 縮 機 の 小 形 化 及 び 軽 量 化 が 図 れ る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 装 置 は 、 冷 房 定 格 能 力 が ５ ． ０ ｋ W以 下 に 設 定 し た の で 、
暖 房 定 格 能 力 値 を 従 来 よ り 低 め に 設 定 し て 、 空 気 調 和 装 置 の 起 動 時 に お け る 消 費 電 力 量 を
低 く 運 転 す る こ と が で き る と 共 に 、 省 エ ネ 化 及 び 電 力 ピ ー ク を 低 く 運 転 で き る の で 、 家 庭
内 で の 電 流 容 量 オ ー バ ー に よ る ブ レ ー カ ー 飛 び を 防 止 で き る 効 果 を 奏 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 装 置 は 、 外 部 操 作 に よ り 、 少 な く と も 、 圧 縮 機 の 最 大 回 転
数 の 増 加 ま た は 最 大 運 転 電 流 の 増 加 を 、 所 定 時 間 変 更 可 能 と し た の で 、 急 激 な 空 調 負 荷 増
加 時 に も 快 適 性 が 保 た れ る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 装 置 は 、 室 内 温 度 を 検 出 す る 室 内 温 度 検 出 手 段 を 設 け て 、
検 出 し た 室 内 温 度 と 設 定 温 度 と の 差 を 算 出 す る 演 算 手 段 を 有 し 、 ま た は 外 気 温 度 を 検 出 す
る 外 気 温 度 検 出 手 段 を 有 し て 、 前 記 演 算 手 段 か ら の 信 号 が 所 定 値 を 超 え た 場 合 、 ま た は 前
記 外 気 温 度 検 出 手 段 か ら の 信 号 が 所 定 値 以 下 と な っ た 場 合 、 ま た は 暖 房 運 転 起 動 時 の 場 合
の い づ れ か に よ り 、 圧 縮 機 の 最 大 回 転 数 の 増 加 ま た は 最 大 運 転 電 流 の 増 加 を 所 定 時 間 変 更
可 能 と し た の で 、 急 激 な 空 調 負 荷 増 加 時 に も 快 適 性 が 保 た れ る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 装 置 は 、 圧 縮 機 の 吐 出 冷 媒 温 度 を 検 出 す る 吐 出 冷 媒 温 度 検
知 手 段 を 設 け 、 前 記 吐 出 冷 媒 温 度 検 知 手 段 に よ る 検 出 信 号 に 応 じ て 少 な く と も 圧 縮 機 の 最
大 回 転 数 の 増 加 ま た は 最 大 運 転 電 流 の 増 加 の ど ち ら か 一 方 を 可 能 と し た の で 、 請 求 項 ３ の
発 明 の 効 果 に 加 え 、 自 動 的 に 空 調 負 荷 変 化 に 対 応 で き る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 装 置 は 、 圧 縮 機 の 運 転 電 流 を 検 出 す る 運 転 電 流 検 出 手 段 を
設 け 、 前 記 運 転 電 流 検 出 手 段 に よ る 検 出 信 号 に 応 じ て 少 な く と も 圧 縮 機 の 最 大 運 転 電 流 の
増 加 ま た は 圧 縮 機 の 最 大 回 転 数 の 増 加 を 可 能 と し た の で 、 請 求 項 ３ の 発 明 の 効 果 に 加 え 、
自 動 的 に 空 調 負 荷 変 化 に 対 応 で き る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 装 置 は 、 少 な く と も 圧 縮 機 の 最 大 回 転 数 ま た は 最 大 運 転 電
流 の ど ち ら か 一 方 を 、 所 定 時 間 増 加 さ せ る 運 転 指 令 を 入 力 す る ス イ ッ チ を リ モ コ ン に 設 け
た の で 、 快 適 性 の 向 上 が 図 れ る 効 果 を 奏 す る 。
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 装 置 は 、 外 部 操 作 に よ り 、 少 な く と も 室 内 フ ァ ン 回 転 数 ま
た は 室 外 フ ァ ン 回 転 数 の ど ち ら か 一 方 を 増 加 さ せ る の で 、 長 時 間 暖 房 能 力 を 高 め る 運 転 が
可 能 と な り 、 さ ら に 快 適 性 の 向 上 が 図 れ る 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
実 施 の 形 態 １ ．
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　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に つ い て 図 １ か ら 図 ８ に て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 に 係 る
空 気 調 和 装 置 を 示 す 冷 媒 回 路 図 と 制 御 回 路 図 、 図 ２ は 冷 房 運 転 時 の 冷 媒 の 流 れ 方 向 を 示 す
冷 媒 回 路 図 、 図 ３ は 暖 房 運 転 時 の 冷 媒 の 流 れ 方 向 を 示 す 冷 媒 回 路 図 、 図 ４ は 空 気 調 和 装 置
の 圧 縮 機 の 圧 縮 仕 事 を 示 す 特 性 図 、 図 ５ は 空 気 調 和 装 置 の 圧 縮 機 の 負 荷 ト ル ク を 示 す 特 性
図 、 図 ６ は 住 宅 の 空 調 負 荷 の 説 明 図 、 図 ７ は 空 気 調 和 装 置 の 能 力 と 消 費 電 力 量 の 関 係 図 、
図 ８ は 空 気 調 和 装 置 の 暖 房 定 格 能 力 値 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ に お い て 、 電 動 圧 縮 機 １ 、 冷 媒 流 路 切 換 弁 ５ （ 以 下 、 四 方 弁 と い う ） 、 室 外 熱 交 換
器 ８ 、 減 圧 器 ７ 、 室 内 熱 交 換 器 ６ を 順 次 接 続 し た 冷 媒 圧 縮 サ イ ク ル を 備 え る と 共 に 、 そ の
室 外 熱 交 換 器 ８ 及 び 室 内 熱 交 換 器 ６ に 送 風 機 ９ 、 １ ０ を 夫 々 備 え た 空 気 調 和 装 置 は 、 そ の
電 動 圧 縮 機 １ へ の 供 給 電 源 の 周 波 数 及 び 電 圧 を 制 御 す る イ ン バ ー タ 制 御 方 式 で あ る 。 こ れ
は 、 室 温 １ ８ と 室 温 設 定 値 に よ り 室 内 側 マ イ コ ン 制 御 部 １ ２ が 室 温 と 設 定 温 度 と の 差 を 算
出 す る こ と に よ り 建 物 空 調 負 荷 を 検 知 し 、 そ の 負 荷 に 応 じ て 室 外 の 圧 縮 機 の 運 転 回 転 速 度
を 演 算 し 、 室 外 マ イ コ ン 制 御 部 １ ４ に 情 報 を 送 る 。 そ し て 室 外 マ イ コ ン 制 御 部 １ ４ で は 、
室 内 マ イ コ ン 制 御 部 １ ２ か ら の 情 報 に 基 づ き 自 動 的 に 圧 縮 機 の 回 転 速 度 制 御 を 行 う 冷 凍 サ
イ ク ル 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 室 内 マ イ コ ン 制 御 部 １ ２ か ら の 冷 房 運 転 ま た は 暖 房 運 転 の 指 令 を 室 外 マ イ コ ン
制 御 部 １ ４ は 受 け 取 り 、 冷 房 運 転 時 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 室 外 熱 交 換 器 ８ を 凝 縮 器 と し て
、 室 内 熱 交 換 器 ６ を 蒸 発 器 と し て 用 い る よ う に 冷 媒 の 流 れ を 制 御 す る 四 方 弁 ５ を 制 御 す る
。 ま た 一 方 、 暖 房 運 転 時 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 逆 に 室 内 熱 交 換 器 ６ を 凝 縮 器 と し て 、 室 外
熱 交 換 器 ８ を 蒸 発 器 と し て 冷 媒 を 流 す よ う に 四 方 弁 ５ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 冷 媒 と し て Ｈ Ｆ Ｃ 冷 媒 で あ る Ｒ ４ １ ０ Ａ を 使 用 し て お り 、 従 来 の Ｒ ２ ２ に 比 べ 、
高 圧 冷 媒 で あ る た め 、 圧 縮 機 に 吸 入 さ れ る 低 圧 ガ ス 冷 媒 の ガ ス 密 度 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 空 気 調 和 装 置 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｃ ９ ６ １ ２ に 規 定 さ れ た 空 気 条 件 で あ る 室 内 乾 球 温 度 ２ ７
℃ 、 室 内 湿 球 温 度 １ ９ ℃ 、 そ し て 室 外 乾 球 温 度 ３ ５ ℃ 、 室 外 湿 球 温 度 ２ ４ ℃ の 空 気 温 度 条
件 で 連 続 運 転 を 保 証 す る 冷 房 定 格 能 力 が 、 例 え ば ２ ． ８ ｋ Ｗ を 発 揮 し 、 室 内 乾 球 温 度 ２ ０
℃ 、 室 外 乾 球 温 度 ７ ℃ 、 室 外 湿 球 温 度 ６ ℃ に お け る 空 気 温 度 条 件 で 連 続 運 転 を 保 証 す る 暖
房 定 格 能 力 は 、 例 え ば ３ ． ２ ｋ Ｗ に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ 、 図 ５ に 上 記 冷 房 及 び 暖 房 定 格 能 力 を 運 転 し て い る 時 の 、 圧 縮 機 の 圧 縮 仕 事 Ｗ と 圧
縮 負 荷 ト ル ク Ｔ の 関 係 を 示 し て い る 。
　 こ の 図 に 示 す よ う に 、 冷 房 定 格 運 転 時 に 圧 縮 機 に 加 わ る 圧 縮 負 荷 ト ル ク 及 び 圧 縮 仕 事 と
、 暖 房 運 転 時 に 加 わ る 圧 縮 負 荷 ト ル ク 及 び 圧 縮 仕 事 は ほ ぼ 同 一 で あ る 。 す な わ ち 、 圧 縮 機
の 信 頼 性 に か か る 圧 縮 機 に 加 わ る 負 荷 及 び 仕 事 が ほ ぼ 冷 房 運 転 時 及 び 暖 房 運 転 時 と も ほ ぼ
同 一 で あ る た め 、 従 来 の 様 に 圧 縮 機 に 加 わ る 負 荷 の 高 い 暖 房 運 転 に 耐 え う る 機 構 を 特 別 に
設 定 す る 必 要 が な く な り 、 圧 縮 機 の 軸 受 け 機 構 等 が 簡 素 化 が 図 れ る と と も に 、 圧 縮 機 の 小
形 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 の 暖 房 定 格 能 力 値 に 比 べ 約 ２ ０ ％ 低 く 能 力 を 設 定 し て い る た め 、
そ の 分 暖 房 能 力 は 低 下 す る こ と に な る 。
　 図 ６ で は 、 従 来 の 住 宅 建 物 構 造 で の 冷 房 建 物 負 荷 と 暖 房 建 物 負 荷 の 関 係 と 、 近 年 の 建 物
負 荷 と の 関 係 を 示 し て い る 。 こ の 図 か ら 明 確 で あ る が 、 近 年 の 建 物 は 外 気 と の 断 熱 性 が 高
ま り 、 暖 房 の 建 物 負 荷 が 著 し く 低 下 し て き て い る 。 冷 房 時 の 建 物 負 荷 も 低 下 し て い る が 、
冷 房 運 転 時 は 顕 熱 負 荷 に 加 え て 潜 熱 負 荷 に 大 き く 影 響 さ れ る た め 、 そ の 寄 与 度 は 暖 房 よ り
小 さ い 。 従 っ て 、 本 発 明 に 示 す 暖 房 定 格 能 力 の 低 下 率 程 度 で あ れ ば 、 実 使 用 上 能 力 不 足 に
な る こ と は 少 な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 さ ら に 、 図 ７ に 暖 房 能 力 と 消 費 電 力 量 の 関 係 を 示 し て い る 。
　 暖 房 定 格 能 力 に お け る 消 費 電 力 量 は 従 来 の 暖 房 定 格 能 力 に お け る 消 費 電 力 量 よ り 約 ２ ０
％ 以 上 低 減 で き る 。 こ の よ う に 運 転 効 率 の 悪 い 高 能 力 で の 運 転 を 控 え る こ と に よ り 、 省 エ
ネ 化 が 図 れ る と と も に 、 運 転 電 流 の ピ ー ク を 抑 え る こ と も 可 能 に な り 、 家 庭 内 で の ブ レ ー
カ ー 飛 び を 抑 制 す る 効 果 も あ る 。
　 以 上 、 冷 房 定 格 能 力 が ２ ． ８ ｋ Ｗ の 空 気 調 和 装 置 を 例 に 説 明 し た が 、 そ の 他 の 能 力 帯 で
も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ 、 図 ８ に 他 の 冷 房 定 格 能 力 帯 で の 暖 房 定 格 能 力 値 の 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
　 図 ９ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ を 示 し 、 外 部 操 作 部 と し て ワ イ ヤ レ ス リ モ コ ン の 説 明 図
で あ る 。 図 に お い て 、 ３ １ は ワ イ ヤ レ ス リ モ コ ン 本 体 、 ３ ２ は 空 調 機 本 体 へ 運 転 指 令 の 信
号 を 送 信 す る 送 信 部 、 ３ ３ は 運 転 状 態 を 液 晶 な ど で 表 示 す る 表 示 部 、 ３ ５ は 操 作 ス イ ッ チ
３ ４ の 中 の 「 暖 房 パ ワ ー 調 整 」 ボ タ ン で あ る 。 空 気 調 和 装 置 本 体 は 実 施 の 形 態 １ と 同 様 と
な る の で 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 「 暖 房 パ ワ ー 調 整 」 ボ タ ン ３ ５ に よ り 、 「 標 準 」 運 転 ま た
は 「 強 」 運 転 の 切 り 換 え が 可 能 で あ り 、 通 常 運 転 で は 「 標 準 」 を 選 定 す る が 、 暖 房 運 転 使
用 時 に 部 屋 の 窓 を 開 け て 、 一 時 的 に 建 物 空 調 負 荷 が 増 加 し た 時 や 極 端 に 建 物 構 造 の 断 熱 性
の 低 い 住 宅 の 運 転 立 ち 上 が り 時 な ど 、 一 時 的 に 暖 房 能 力 を 高 め た い 時 に 「 暖 房 パ ワ ー 調 整
」 ボ タ ン ３ ５ を 操 作 し て 「 強 」 運 転 に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 操 作 を 行 う と 、 「 標 準 」 運 転 で 使 用 し て い た 時 よ り も 、 限 ら れ た 時 間 の み 暖 房 能 力
を 高 め る 運 転 を 行 う 。 す な わ ち 、 最 大 能 力 運 転 可 能 な 最 大 運 転 電 流 を 向 上 し 、 圧 縮 機 の 運
転 周 波 数 を 高 め に 設 定 す る 。 し た が っ て 、 高 め の 暖 房 能 力 が 発 揮 で き 、 快 適 性 の 向 上 が 図
れ る 。 こ の 時 の 圧 縮 機 に 加 わ る 負 荷 ト ル ク 及 び 圧 縮 仕 事 は 「 標 準 」 設 定 よ り 高 く な る が 、
限 ら れ た 時 間 内 の み の 運 転 で あ る た め 、 圧 縮 機 の 信 頼 性 を 損 な う こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 上 述 で は 「 暖 房 パ ワ ー 調 整 」 ボ タ ン の 操 作 に よ り 運 転 切 り 換 え 可 能 と し た が 、 設
定 温 度 と 室 内 温 度 の 差 が 所 定 以 上 ひ ら い て い る 場 合 、 限 ら れ た 時 間 内 で 「 標 準 」 に 設 定 し
た 時 の 圧 縮 機 の 最 大 回 転 数 ま た は 最 大 電 流 値 よ り も 高 め に 変 更 し て 、 暖 房 能 力 を 高 め る 運
転 を 許 可 し て も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た は 、 外 気 温 度 検 出 装 置 か ら の 検 出 信 号 に 応 じ て 、 外 気 が 低 く 能 力 を 高 め た い と 判 断
し た 場 合 に 、 限 ら れ た 時 間 内 に 「 標 準 」 に 設 定 し た 時 の 圧 縮 機 の 最 大 回 転 数 ま た は 最 大 運
転 電 流 よ り 高 め に 変 更 し 、 暖 房 運 転 を 高 め る 運 転 を 許 可 し て も 良 く 、 同 様 の 効 果 が 得 ら れ
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 ま た は 圧 縮 機 容 器 の 温 度 ま た は 運 転 電 流 か ら の 検 出 信 号 に 応 じ 圧 縮 機 の 温 度 が
低 く 、 ま た は 運 転 電 流 が 低 く 運 転 さ れ て い て 、 暖 房 能 力 を 高 め た 運 転 を 行 っ て も 問 題 な い
と 判 断 し た 場 合 に 、 限 ら れ た 時 間 内 で 「 標 準 」 に 設 定 し た 場 合 よ り も 暖 房 能 力 を 高 め る 運
転 を 許 可 し て も 良 く 、 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 は 「 暖 房 パ ワ ー 調 整 」 ボ タ ン で 「 強 」 運 転 に 設 定 し た 時 、 限 ら れ た 時 間 内 の み 暖 房
能 力 を 発 揮 す る こ と を 許 可 す る 動 作 を 説 明 し た が 、 「 強 」 運 転 に 設 定 し た 時 、 最 大 電 流 を
上 昇 さ せ 、 圧 縮 機 の 運 転 周 波 数 を 向 上 す る 動 作 を 行 う と と も に 、 さ ら に 室 内 フ ァ ン の 回 転
数 を 高 め に 設 定 し 、 凝 縮 圧 力 を 低 減 さ せ て 圧 縮 機 に 加 わ る 負 荷 ト ル ク 及 び 圧 縮 仕 事 を 低 減
さ せ 、 さ ら に 室 外 フ ァ ン の 回 転 数 も 「 標 準 」 よ り 高 め に 設 定 し 、 蒸 発 圧 力 を 上 昇 さ せ て 圧
縮 機 の 運 転 周 波 数 を 低 減 す る こ と に よ り 、 圧 縮 機 に 加 わ る 負 荷 ト ル ク 及 び 圧 縮 仕 事 を 低 減
さ せ 、 長 時 間 暖 房 能 力 を 高 め る 運 転 を 可 能 に し て も 良 い 。 但 し 、 こ の 時 は 室 内 ま た は 室 外
の フ ァ ン 回 転 数 が 上 昇 す る た め 、 運 転 騒 音 が 増 加 す る こ と に な る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 わ る 空 気 調 和 装 置 の 冷 媒 回 路 図 と 制 御 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 わ る 空 気 調 和 装 置 の 冷 房 運 転 時 の 冷 媒 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 わ る 空 気 調 和 装 置 の 暖 房 運 転 時 の 冷 媒 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 わ る 空 気 調 和 装 置 の 圧 縮 機 の 圧 縮 仕 事 を 示 す 特 性 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 わ る 空 気 調 和 装 置 の 圧 縮 機 の 負 荷 ト ル ク を 示 す 特 性 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 わ る 住 宅 の 空 調 負 荷 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 わ る 空 気 調 和 装 置 の 能 力 と 消 費 電 力 量 の 関 係 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 わ る 空 気 調 和 装 置 の 暖 房 定 格 能 力 値 を 示 す 説 明 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 わ る 空 気 調 和 装 置 の ワ イ ヤ レ ス リ モ コ ン の 構 成 図 で あ る
。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 空 気 調 和 装 置 の 暖 房 定 格 能 力 値 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 空 気 調 和 装 置 の モ リ エ ル 線 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ 　 電 動 圧 縮 機 、 ２ 　 吐 出 配 管 、 ３ 　 吸 入 配 管 、 ４ 　 ア キ ュ ー ム レ ー タ 、 ５ 　 四 方 弁 、
６ 　 室 内 側 熱 交 換 器 、 ７ ａ 　 減 圧 装 置 （ 毛 細 管 ） 、 ７ ｂ 　 減 圧 装 置 （ 電 子 制 御 式 膨 張 弁 ）
、 ７ ｃ 　 減 圧 装 置 （ 毛 細 管 ） 、 ８ 　 室 外 熱 交 換 器 、 ９ 　 室 内 フ ァ ン 、 １ ０ 　 室 外 フ ァ ン 、
１ １ ａ 　 室 内 外 接 続 配 管 （ 液 管 ） 、 １ １ ｂ 　 室 内 外 接 続 配 管 （ ガ ス 管 ） 、 １ ２ 　 室 内 マ イ
コ ン 制 御 部 ， １ ３ 　 室 内 フ ァ ン 駆 動 装 置 、 １ ４ 　 室 外 マ イ コ ン 制 御 部 、 １ ５ 　 圧 縮 機 駆 動
装 置 、 １ ６ 　 室 外 フ ァ ン 駆 動 装 置 、 １ ７ 　 圧 縮 機 温 度 サ ー ミ ス タ 、 １ ８ 　 室 温 検 知 サ ー ミ
ス タ 、 １ ９ 　 霜 取 検 知 サ ー ミ ス タ 、 ２ ０ 　 室 内 管 温 サ ー ミ ス タ 、 ２ １ 　 外 気 温 サ ー ミ ス タ
、 ３ １ 　 ワ イ ヤ レ ス リ モ コ ン 本 体 、 ３ ２ 　 送 信 部 、 ３ ３ 　 表 示 部 、 ３ ４ 　 操 作 ス イ ッ チ 、
３ ５ 　 暖 房 パ ワ ー 調 整 ボ タ ン 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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